
 

 

 

第２次図書館ビジョン（概要） 

〔基本理念〕 

 

 

 

 

 

〔基本方針１〕                      〔基本方針２〕                      〔基本方針３〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策の方向性１◆―あらゆる世代に対応した資料の収集－ 

○蔵書体系の再構築 

○郷土・行政資料の網羅的な収集 

○視聴覚資料の継続的な収集 

 

◆施策の方向性２◆―分かりやすく、使いやすい情報提供－ 

１ レファレンスサービス等の充実と利用促進 

○レファレンス資料の充実と機能向上 

○パスファインダーの充実と公表 

○非来館型レファレンスサービスの充実 

○レファレンスサービスのＰＲ 

○レフェラルサービスの向上 

２ 図書館間協力の一層の推進 

 ○相互貸借に関する相互協力 

 ○国立国会図書館運営事業に対する積極的参加 

３ 図書目録の整備及び検索環境の充実 

 ○図書目録の高度化等の推進 

 

◆施策の方向性３◆―電子サービスの充実－ 

１ 印刷媒体と電子媒体の組み合わせによる情報提供 

 ○印刷媒体と電子媒体による情報提供 

２ 電子書籍への対応 

 ○所蔵資料の電子書籍化の推進 

 ○電子書籍貸出サービスの推進 

３ 情報リテラシー支援の推進 

 ○情報リテラシー支援 
 

市民の生活や活動を支える「知の拠点」となる図書館 

情報化社会の急速な進展や少子高齢化の進行など、社会情勢が目まぐるしく変化している。このような状況にも市民が的確に対応できるよう、今後の図書館を、市民の読書活動を支援するだけでなく、「市

民の生涯にわたる学習を支える場」「市民の生活や地域の課題解決に役立つ場」「札幌市の知的財産を後世に継承するとともに、市民の新たな活動を醸成する場」と位置付け、これからの図書館運営の基本

理念を「市民の生活や活動を支える『知の拠点』となる図書館」とする。 

■図書館として求められる機能やサービスを高めていく■ 

図書館には、日常生活や仕事、地域活動などの様々な場面で直面する

課題に対して、その解決を支援する機能がありますが、今日、社会が急

速に変化し、また、インターネット等の進展により情報量が増大する中、

それらにも対応できるよう、図書館の機能のさらなる充実が求められて

います。 

そこで図書館の機能を充実させるために、一般に流通する図書だけで

はなく、札幌市における地域の資料や行政資料も含めて、印刷媒体から

電子媒体に至るまで、資料や情報を幅広く収集していくとともに、利用

者が的確に情報を得ることができるよう、分かりやすく、使いやすい資

料・情報の提供を図り、市民に「役立つ」図書館の実現を目指します。 

■自主的な学習意欲を高め、新しい活動を醸成していく■ 

市民一人ひとりが生涯にわたって、自己を高め、豊かな人生を送ること

ができるようサポートする、身近な学びの施設が図書館です。 

人は、新たに本や文化に出会うことで、学習する意欲を高め、また、新

たな活動を始めることが期待されています。特に、子どもたちには、そう

した出会いが幼少の頃からふんだんに用意されていることが望まれます。 

そうしたことから、図書館は、本と人と文化を結ぶ場を積極的に提供し

ていく「結ぶ」図書館の実現を目指します。 

◆施策の方向性１◆―新たな文化との出会いの場の提供－ 

○講演会や展示などの充実 

○テーマ別の図書展示の実施 

○図書館見学や職場体験の充実 

 

◆施策の方向性２◆―誰もが利用しやすい施設の整備とサービスの充実― 

１ 設備や案内表示の充実 

 ○ユニバーサル化の推進 

 ○電算システムの更新 

２ 高齢者や障がいのある方へのサービスの充実 

 ○高齢者・障がいのある方向けの資料の充実と利用環境の整備 

 ○視聴覚障がい者情報センターとの情報の共有と発信 

 

 

 

 

 

 

◆施策の方向性３◆―子どもの読書環境の充実－ 

１ 読書のきっかけづくりの充実 

 ○普及事業の充実 

 ○図書の展示やブックリストの充実 

２ 読書環境の充実 

 ○発達段階に応じた図書、資料の充実 

 ○障がいのある子ども向け資料の充実 

○外国語の子ども向け資料の充実 
 

■積極的に情報を発信するとともに、市民・団体と連携した事業を展開していく ■ 

「市民の生活や活動に役立つ図書館」「本・人・文化を結ぶ図書館」の

機能を十分に発揮するには、社会の動きを察知しながら、図書館の様々な

情報や魅力を、広く積極的に発信する必要があります。 

また、新しい時代にも対応できる、質の高いサービスを提供することが

必要となることから、市民の参画や外部の団体等との連携を深めながら、

効果的・効率的に事業を進め、「成長する」図書館を目指していきます。 

◆施策の方向性１◆―積極的な情報発信－ 

 ○ホームページや広報刊行物の充実 

 ○普及事業の充実 

 

 

◆施策の方向性２◆―市民・団体等との連携促進－ 

 ○満足度や評価についての調査の継続 

 ○関係機関やボランティア団体との連携拡大 

 ○ボランティアの活躍の場の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策の方向性３◆―効率的・効果的な図書館運営－ 

１ 図書館施設・設備の充実  

○都心にふさわしい図書館の検討 

○施設・設備の改修及び書庫の増設 

２ 効率的・効果的な運営 

○民間活力導入の検討 

 ○図書、資料の充実に向けた寄付の促進 

 ○職員の研修体制の充実 

  

市民の生活や活動に役立つ図書館（役立つ） 本・人・文化を結ぶ図書館（結ぶ） 広く情報を発信し、市民と成長する図書館（成長する） 

〔施策の方向性〕 

資料１ 


